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「
天
明
狂
歌
」

名
義
考

石

J 11 

了

は
じ
め
に

現
在
我
々
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
「
天
明
狂
歌
」
の
語
は
、

一
体
誰
が
い
つ
頃
か
ら
言
い
始
め
た
の
か
と
中
野
三
敏
氏
か
ら

質
問
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十
二
年
六
月
に
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本
近
世
丈
学
会
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
林
ふ
み
子
氏
の
「
落

栗
庵
元
木
網
の
天
明
狂
歌
」
と
題
す
る
研
究
発
表
が
終
わ
っ
た
後
の
休
憩
時
間
だ
っ
た
と
思
う
。
脳
裏
で
は
即
座
に
、
幕
末
の
天
明
老
人
内
匠

か
近
代
の
野
崎
左
文
あ
た
り
だ
ろ
う
と
予
測
は
し
た
も
の
の
、
思
っ
て
も
み
な
い
命
題
だ
っ
た
だ
け
に
即
答
で
き
ず
、
今
後
留
意
し
て
お
き
ま

す
と
お
答
え
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
四
年
半
が
過
ぎ
、
そ
の
聞
に
い
く
つ
か
の
好
資
料
に
も
恵
ま
れ
た
。
私
見
を
ま
と
め
て
そ

の
「
名
義
考
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
も
っ
て
お
断
り
す
れ
ば
、
結
論
と
し
て
は
稚
拙
な
臆
測
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
と
こ
ろ

に
辿
り
着
い
た
。

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

五
五



五
六

江
戸
期
川

l
文
化
期
ま
で
｜

天
明
狂
歌
を
一
言
で
い
え
ば
、
天
明
年
間
を
最
盛
期
と
す
る
、
上
方
狂
歌
に
対
す
る
江
戸
狂
歌
の
一
体
と
呼
ん
で
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

つ
ま
り

は
時
期
と
歌
風
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
原
則
的
に
は
天
明
期
よ
り
前
に
そ
の
用
例
が
あ
る
は
ず
も
な
く
、
恐
ら
く
は
下
つ

て
天
明
期
を
回
顧
す
る
時
期
に
な
っ
て
か
ら
の
、
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
歌
風
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
用
語
と
思
わ
れ
、
管
見
の
限
り
で

は
、
文
化
期
以
前
に
「
天
明
狂
歌
」
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
用
例
を
見
い
だ
し
得
な
い
。
ま
た
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
天
明
期
に
活
躍

し
た
狂
歌
作
者
の
大
半
は
こ
の
文
化
期
ま
で
に
死
没
し
て
お
り
、
著
名
な
存
命
作
者
と
し
て
は
四
方
赤
良
、
鹿
都
部
真
顔
、
宿
屋
飯
盛
を
含
め

て
わ
ず
か
五
、
六
名
に
す
、
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
天
明
期
の
作
者
た
ち
が
、
主
と
し
て
時
期
を
ど
こ
ま
で
遡
っ
て
回
顧
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
次

に
例
示
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
（ 

【

】
内
は
傍
線
部
か
ら
の
逆
算
に
よ
る
そ
の
上
限
）

0

ァ
、
朱
楽
菅
江
撰
「
八
重
垣
結
縁
』
（
天
明
8
・
叩
序
・
刊
）
「
こ
の
五
と
せ
六
と
せ
が
ほ
ど
、
（
中
略
）
人
／
＼
俳
語
体
の
和
歌
を
詠
ず
L

（
自
序
）
↓
【
天
明
二
、
三
年
】

ィ
、
元
木
網
撰
『
新
古
今
狂
歌
集
」
（
寛
政
6
・
6
序
・
刊
）
「
（
狂
歌
に
自
分
が
）
た
は
ぶ
れ
し
は
、
過
に
し
天
明
の
は
じ
め
の
年
葉
月
の

頃
に
な
ん
あ
り
け
る
。
そ
れ
よ
り
人
／
＼
、
月
／
＼
に
柴
の
戸
ぼ
そ
を
た
、
き
、
日
／
＼
に
草
の
庵
に
う
ち
つ
ど
ひ
け
り
」
（
自
序
）
↓

【
天
明
初
年
】

ゥ
、
鹿
都
部
真
顔
撰
『
四
方
の
巴
流
』
（
寛
政
7
・
1
刊
）
「
鳥
が
な
く
あ
づ
ま
ぶ
り
は
、
わ
づ
か
に
は
た
と
せ
ば
か
り
こ
の
か
た
、
わ
が

と
も
が
ら
よ
り
も
て
は
や
し
て
」
（
四
方
山
人
「
狂
歌
堂
に
判
者
を
ゆ
づ
る
こ
と
葉
」
）
↓
【
安
永
三
年
】

ェ
、
尋
幽
亭
桃
土
日
撰
『
二
妙
集
』
（
寛
政
7
・
4
序
・
刊
）
「
は
た
と
せ
あ
ま
り
の
往
昔
（
中
略
）
、
其
頃
は
い
ま
だ
戯
歌
の
友
が
き
、
五
月

閣
の
星
よ
り
も
ま
れ
／
＼
な
り
し
が
、
い
ま
や
武
蔵
野
の
草
葉
の
ご
と
生
し
げ
り
て
」
（
橘
洲
序
）
↓
｛
安
永
三
年
】



ォ
、
尚
左
堂
俊
満
撰
『
狂
歌
左
鞠
絵
』
（
古
宇
和
2
・
6
序
・
刊
）
「
安
永
の
こ
ろ
牛
込
の
大
人
、
た
は
れ
歌
の
名
に
用
ら
れ
し
こ
そ
、
此
道

中
興
関
山
に
は
有
け
れ
」
（
自
序
）
↓
【
安
永
の
頃
】

ヵ
、
金
鶏
編
『
狂
歌
五
百
題
集
」
（
文
化
8
・
秋
刊
）
「
行
風
、
貞
柳
の
古
方
家
を
と
ら
ず
、
お
ほ
く
天
明
こ
の
か
た
の
後
世
家
を
あ
つ
め

た
り
L

（
持
薬
亭
長
根
序
）
↓
【
天
明
初
年
｝

キ
、
宿
屋
飯
盛
撰
「
狂
歌
画
像
作
者
部
類
』
（
文
化
8
・
秋
刊
）

で
は
、
本
文
上
段
へ
の
収
録
者
を
「
古
人
之
部
」
「
現
在
作
者
之
部
L

「安

永
天
明
頃
之
部
」
の
順
に
分
け
て
記
載
す
る
。
↓
【
安
永
・
天
明
期
】

夕
、
六
樹
園
飯
盛
撰
『
万
代
狂
歌
集
」
（
文
化
9
・
秋
刊
）

a
、
「
む
か
し
万
載
集
に
入
り
た
る
人
件
＼
も
、
今
は
の
こ
り
す
く
な
く
ゃ
な
り
た
ま
ふ
ら
ん
。
ひ
と
り
六
樹
園
の
う
じ
の
み
さ
か
り
に
、

す
く
や
か
に
お
は
し
ま
し
て
、
此
集
を
え
ら
み
た
ま
ふ
事
を
こ
と
ぶ
き
い
は
ひ
て
」
（
収
録
最
終
の
三
陀
羅
法
師
歌
詞
書
）
↓
【
天
明

三
年
】

b
、
「
翁
が
わ
か
、
り
し
頃
の
友
だ
ち
の
う
た
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
（
中
略
。
本
書
を
）
続
万
載
集
と
や
よ
ぴ
け
ん
と
思
ひ
つ
る
を
、
続

の
字
な
ど
か
う
む
ら
せ
ん
は
、
（
中
略
）
か
し
こ
き
撰
集
の
名
に
か
よ
ひ
て
、
は
ず
か
る
べ
き
こ
、
ち
す
な
り
」
（
塵
外
楼
清
澄
政
）

↓
【
天
明
頃
｝

ヶ
、
便
々
館
湖
鯉
鮒
撰
『
狂
歌
浜
荻
集
』
（
文
化
9
・
秋
刊
）
「
糊
万
代
狂
歌
集

和
耳
の
家
の
人
々
の
戯
れ
に
よ
み
出
さ
れ
し
を
も
、

六
樹
園
飯
盛
大
人
撰

全
四
冊

此
集
、
明
和
安
永
の
頃

よ
り
今
に
至
る
迄
、

名
高
き
狂
耳
の
作
者
達
は
更
也
、

す
べ
て
も
ら
さ
ず
こ
と

ハ
＼
く
あ
げ
た
る
な
り
」
（
巻
末
の
「
衆
星
閣
蔵
板
目
録
」
）
↓
【
明
和
・
安
永
頃
】

コ
、
四
方
真
顔
撰
「
俳
譜
歌
兄
弟
百
首
』
（
文
化
ロ
・

1
序
・
刊
）
「
俳
詩
歌
十
千
類
題

来
の
諸
名
歌
の
秀
逸
一
万
首
を
撰
み
、
四
季
恋
雑
類
題
に
分
ち
」
（
巻
末
の
「
北
林
堂
蔵
板
書
目
」
）
↓
｛
天
明
初
年
｝

同
（
四
方
歌
垣
先
生
）
輯

全
十
冊

天
明
以

以
上
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
個
人
の
事
情
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
含
む
の
で
あ
る
が
、
①
天
明
三
年
以
降
（
ア
・
ク

a
）、

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

五
七



五
人

②
天
明
初
年
以
降
（
イ
・
カ
・
ク
b
・
コ
）
、
③
安
永
三
年
以
降
（
ウ
・
エ
）
、
④
安
永
初
年
以
降
（
オ
・
キ
）
、
⑤
明
和
初
年
以
降
（
ケ
）
に
区

分
で
き
る
。
①
は
い
う
ま
で
も
な
く
四
方
赤
良
の
『
万
載
狂
歌
集
』
と
唐
衣
橘
洲
の
『
狂
歌
若
葉
集
』
の
刊
行
年
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、

②
は
そ
れ
を
天
明
期
と
敷
延
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
の
安
永
三
年
の
根
拠
は
い
さ
さ
か
不
明
で
、
こ
の
年
な
ら
ば
二
月
の
酒
上
熟
寝
を
会
主
と

す
る
午
込
恵
光
寺
で
の
宝
合
わ
せ
会
、
「
は
た
と
せ
ば
か
り
（
あ
ま
り
）
」
の
表
現
か
ら
こ
の
年
前
後
の
頃
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
木
室
卯
雲
の

家
集
『
今
日
歌
集
』
（
同
5
刊
）
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
飯
盛
撰
「
郡
…
狂
歌
百
人
一
首
」
（
文
化
6
・
9
刊
）
に
い
う
「
狂
歌
の
道
、
未
得
・
卜

養
が
後
は
世
に
た
え
て
、
唱
る
者
も
な
か
り
け
る
に
、
橘
洲
の
ぬ
し
、
安
永
の
比
和
司
の
会
の
あ
り
し
に
、
席
上
の
人
々
を
そ
、
の
か
し
て
、

（
伍

2
）

戯
れ
た
る
題
出
し
て
狂
豆
町
よ
ま
せ
た
る
が
は
じ
め
な
り
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
④
は
③
を
敷
延
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
後
の
資
料
な

が
ら
司
馬
の
屋
嘉
門
編
『
狂
歌
ひ
、
な
草
』
（
童
日
外
題
、
文
政
叩
序
・
刊
、
大
妻
女
子
大
蔵
）
に
は
、
「
安
永
頃
関
東
狂
歌
中
興
家
元
系
図
」
を

付
す
。
⑤
に
い
う
真
顔
の
「
俳
譜
歌
十
千
類
題
』
は
未
見
で
あ
る
が
、
後
に
青
山
堂
平
々
山
人
の
所
蔵
と
な
っ
た
、
江
戸
狂
歌
本
の
嘱
矢
『
明

和
十
五
番
狂
歌
合
」
（
写
本
。
明
和
7
成
、
青
山
堂
に
乞
わ
れ
て
記
し
た
文
化
八
年
間
二
月
十
九
日
付
の
萄
山
人
〈
四
方
赤
良
〉
序
が
あ
る
）

の

存
在
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
で
述
べ
る
菅
原
長
根
撰
「
新
狂
歌
鱗
』
初
編
（
天
保
8
・
春
序
・
刊
）

で
も
、
自
序
に
「
大

江
戸
の
狂
歌
は
、
明
和
の
頃
よ
り
天
保
の
今
に
い
た
り
て
七
十
年
」
と
あ
る
。

文
化
期
と
い
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
天
明
期
の
作
者
の
大
半
が
死
没
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
真
顔
が
「
た
は
れ
歌
よ
む
お
ほ
む
ね
」
で
俳

盛
撰
『
万
代
狂
歌
集
』
（
丈
化
9
・
秋
刊
）

諾
歌
に
転
向
し
は
じ
め
、
こ
れ
に
対
し
て
文
化
六
年
、
飯
盛
が
「
狂
歌
の
お
こ
り
」
で
狂
歌
と
俳
譜
歌
は
異
な
る
こ
と
を
主
張
、
濁
山
人
も
飯

の
賛
で
、
「
滑
稽
ニ
シ
テ
以
テ
教
ヘ
、
落
書
一
一
堕
ラ
ザ
ル
者
ハ
、
古
ノ
狂
歌
也
。
金
玉
ヲ
粧
ニ
シ
テ
、

本
歌
ニ
類
ス
ル
者
ハ
、
今
ノ
狂
歌
也
」
（
原
、
漢
文
）
と
明
言
し
た
時
期
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
作
者
層
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
天
明
期
に
隆
盛
を

迎
え
た
江
戸
狂
歌
の
歌
風
も
ま
た
、
す
で
に
分
裂
し
て
い
た
の
が
文
化
期
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
「
天
明
狂
歌
」
の
語
が
見
当

た
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。



江
戸
期

ω｜
丈
政
期
以
降

i

ま
ず
「
天
明
狂
歌
」
の
用
語
が
現
れ
る
直
前
ま
で
の
、
そ
れ
に
類
す
る
表
記
を
次
に
列
挙
す
る
。

A
、
濁
山
人
『
奴
凧
』
（
文
政

4
成
）
「
天
明
調
狂
歌
集
の
始
」
（
目
録
）

B
、
六
樹
園
飯
盛
・
有
薬
亭
長
根
等
撰
『
天
明
調
丈
政
調
狂
歌
怜
野
集
』
（
丈
政
叩
刊
）
は
未
見
の
書
で
あ
る
が
、
「
宝
古
堂
古
書
目
録
」

（
「
相
古
書
通
信
」

ωの
3
、
平
成
日
・

3
）
に
よ
れ
ば
、
「
天
明
調
」
と
「
文
政
調
」
に
分
け
て
編
撰
し
た
も
の
と
い
う
。

c、
麦
雲
舎
波
文
撰
「
狂
寄
苔
清
水
』
（
天
保
3
刊
）
の
内
題
「
天
明
古
調
狂
寄
苔
清
水
」
（
刊
本
未
見
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
稿
本
に

よ
る
）
。

D
、
菅
原
長
根
撰
『
新
狂
歌
鱗
』
初
編
（
天
保
8
・
春
序
・
刊
）
「
大
江
戸
の
狂
歌
は
、
明
和
の
頃
よ
り
天
保
の
今
に
い
た
り
て
七
十
年
、

し

ら

べ

あ

げ

つ

ら

I
l
l
I
l
l
1
1
1
1

（
中
略
。
そ
の
）
数
十
年
の
問
、
風
調
か
は
ら
ざ
る
事
あ
た
は
ず
、
人
々
好
む
所
ひ
と
し
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
凡
を
論
へ
ば
、
天
明
ぶ
り
、

み
つ
の
す
が
た

文
政
ぶ
り
、
今
様
の
三
体
な
る
べ
し
」
（
自
序
）

E
、
桧
園
梅
明
撰
「
純
美
都
の
し
ら
べ
』
（
天
保
日
・
ロ
序
・
刊
）

a
、
「
狂
歌
の
体
、
ゃ
う
／
＼
さ
ま
メ
＼
な
る
な
か
に
、
お
ほ
か
た
は
三
体
と
ぞ
な
り
に
た
る
。
そ
は
天
明
の
し
ら
べ
、
文
政
の
し
ら
ベ
、

天
保
の
し
ら
べ
に
な
む
。
（
中
略
）
わ
が
友
桧
園
の
あ
る
じ
は

（
中
略
）
こ
、
ら
の
豆
町
を
つ
ど
へ
て
、
か
の
三
つ
の
体
を
わ
か
ち
て
、

か
、
る
し
ふ
さ
ち
を
ぞ
つ
く
り
い
で
ら
れ
た
る
」
（
千
柳
亭
綾
彦
序
）

b
、
本
文
は
「
天
明
調
之
部
」
「
文
政
調
之
部
」
「
天
保
調
之
部
」
か
ら
成
る
。

右
の
う
ち
、

A
の
「
天
明
調
狂
歌
集
」
の
語
は
、
目
録
に
あ
っ
て
本
文
中
に
は
出
て
こ
な
い
。
局
山
人
自
身
が
こ
の
時
期
に
こ
の
語
を
使
用

し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
目
録
そ
の
も
の
は
も
っ
と
後
年
に
な
っ
て
別
人
が
作
成
添
付
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
は
い
え
丈
政
期
に
入
つ

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

五
九



六
O

て
天
明
復
古
の
気
運
が
生
ま
れ
た
れ
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
、
丈
政
元
年
に
は
萄
山
人
生
前
最
後
の
狂
歌
集
刊
本
『
濁
山
百
首
」
が
出
版
さ
れ
、

平
秩
東
作
編
『
狂
歌
百
鬼
夜
狂
』
（
天
明
5
刊
、
蔦
屋
重
三
郎
板
）

の
補
刻
板
が
丈
政
三
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
て
も
い
る
。
同
補
刻
本
に
新
た
に

付
さ
れ
た
二
代
目
耕
書
堂
主
人
の
政
文
に
よ
れ
ば
、
「
此
百
鬼
夜
狂
は
い
に
し
天
明
五
ツ
の
歳
、
梓
に
え
り
て
世
に
ひ
ろ
く
せ
し
を
、
は
る
か
に

は
た
と
せ
あ
ま
り
を
へ
て
、
文
化
み
つ
の
と
し
の
や
よ
ひ
、
す
く
ゅ
う
し
の
わ
ざ
は
ひ
に
か
、
り
て
、
え
り
た
る
板
の
な
か
ら
を
う
し
な
ひ
ぬ
。

さ
る
を
せ
ち
に
も
と
む
る
人
の
さ
か
ん
な
る
に
よ
り
、
こ
た
び
其
た
ら
ざ
る
を
お
ぎ
な
ひ
」
出
版
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
気
運
の
中
、
丈
政
も
後
半
そ
れ
も
末
期
近
く
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
新
興
の
「
文
政
調
L

に
対
す
る
用
語
と
し
て
「
天
明
調
」
な

る
語
が
現
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
が
天
保
期
に
入
り
、
さ
ら
に
新
興
の
「
天
保
調
」
と
も
相
侠
っ
て
「
天
明
古
調
」
、
「
天
明

ぶ
り
」
、
「
天
明
の
し
ら
べ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
「
天
明
狂
歌
」
の
語
の
出
現
以
降
に
つ
い
て
例
示
す
る
。

F
、
塵
外
老
人
昇
月
堂
桂
三
千
丈
撰
『
諦
狂
歌
か
つ
ら
の
花
』
（
嘉
永
1
・
4
刊
、
大
妻
女
子
大
蔵
）

a
、
「
天
明
の
頃
は
殊
更
す
ぐ
れ
人
余
多
い
で
き
て
、

一
際
耳
を
驚
か
す
o

（
中
略
）
さ
ら
ば
一
ば
ん
、
世
の
中
へ
天
明
風
を
大
名
題
に

引
お
こ
さ
ん
と
」
（
弘
化
4
・
6
自
序
）

b
、
「
弘
化
三
と
せ
と
い
へ
る
午
の
夏
の
頃
よ
り
、
昇
月
堂
老
人
に
ち
な
み
催
、
玉
と
成
侍
り
て
、
天
明
風
狂
歌
再
興
を
お
も
ひ
立
し
に
」

（
扉
一
歌
十
首
の
詞
書
）

c
、
「
天
明
風
狂
歌
再
興
月
次
緊
会
之
図
」
（
口
絵
）

d
、
「
（
昇
月
堂
な
る
）
わ
が
師
は
、
一
二
寸
の
朱
金
を
取
て
、

五
十
年
の
狂
歌
を
お
こ
す
。
（
中
略
）
蛍
雪
の
功
積
り
て
、
終
に
関
岡
岡
国

再
興
の
大
将
分
と
は
成
給
ひ
ぬ
」
（
弘
化
4
・
6
、
月
下
園
桂
影
住
股
）

G
、
昇
月
堂
老
人
評
「
天
明
風
狂
耳
月
次
」
（
嘉
永
2
1
4
刊
、
こ
の
間
の
口
会
分
所
見
。
大
妻
女
子
大
浜
田
文
庫
蔵
）
原
外
題
の
一
部
は

「
抹
棚
狂
歌
桂
月
次
」
「
珂
明
風
月
次
狂
歌
」
と
も
。



H
、
江
境
庵
北
雄
撰
『
む
つ
き
の
あ
そ
び
』
（
内
題
「
連
名
披
露
狂
歌
合
」

0

嘉
永
4
・
3
開
巻
・
刊
。
会
主
・
江
の
字
連
）
「
天
明
の
ふ
り

／
＼
、
建
打
世
の
流
行
に
お
く
れ
ぬ
と
て
、
（
中
略
）
手
ま
り
唄
に
算
ふ
る
一
ツ
の
綴
文
と
な
し
」
（
何
の
舎
あ
る
し
う
ら
枝
序
）
。
な
お

こ
の
会
に
は
昇
月
堂
の
他
、
後
出
の
多
久
山
人
と
天
明
老
人
も
参
〆
加
し
て
い
る
。

I
、
多
久
山
人
撰
『
古
調
狂
歌
合
』
（
書
外
題
。
嘉
永
期
以
降
刊
。
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
）
内
題
は
「
古
調
狂
歌
合
」
「
天
明
古
調
狂
歌
合
」

0

J
、
長
者
園
撰
『
天
明
ぶ
り
狂
歌
月
並
』
（
嘉
永
期
以
降
刊
、
和
合
連
。
大
妻
女
子
大
蔵
）

K
、
天
明
老
人
尽
語
楼
内
匠
撰
『
狂
歌
百
物
語
」
初
編
（
竜
斎
画
、
嘉
永
6
・
冬
肱
・
刊
）
「
（
お
化
を
）
天
明
風
と
文
政
風
俗
、
何
で
も

か
で
も
よ
み
取
見
取
」
）
（
「
槌
」
印
序
）

L
、
天
明
老
人
尽
語
楼
撰
『
狂
歌
四
季
人
物
』
（
広
重
画
、
安
政
2
・
春
序
・
刊
）
「
（
本
書
は
）
は
く
や
町
な
る
天
明
調
の
棟
梁
尽
語
楼
大

人
の
す
み
か
ね
に
て
な
れ
る
も
の
な
り
」
（
六
采
園
序
）

M
、
尽
語
楼
天
明
入
道
内
匠
撰
『
狂
歌
文
茂
智

kuE
（
広
重
画
、
安
政
4
・
春
序
・
刊
）
「
尽
語
楼
大
人
は
（
中
略
）
今
亦
復
古
の
志
し

を
励
ま
し
、
と
か
く
む
か
し
を
思
ひ
出
に
、
っ
ぷ
り
の
光
る
箔
屋
町
閑
剛
凶
同
一
の
看
板
に
、
偽
の
な
き
長
寿
の
老
人
」
（
六
采
園
序
）

N
、
長
者
園
萩
雄
稿
本
『
狂
文
紫
鹿
の
こ
』
（
安
政
5
成
、
大
妻
女
子
大
蔵
）

a
、
「
こ
た
び
天
明
調
の
口
ひ
ら
き
な
し
社
中
つ
ど
ひ
て
、
月
ご
と
に
開
巻
を
せ
め
て
」
（
安
政
4
・
6
「
狂
歌
萩
の
ま
が
き
序
」
）

b
、
「
い
ま
や
天
明
の
ひ
な
ぶ
り
寄
さ
か
り
に
行
は
れ
て
、
ひ
な
び
た
る
す
き
人
ば
か
り
に
も
あ
ら
ず
、
い
や
高
き
大
宮
人
も
雪
月
花
て

ふ
に
は
め
で
さ
せ
」
（
安
政
5
・
5
「
酔
泥
坊
寝
た
る
手
鑑
序
」
）

0
、
千
代
春
枝
稿
本
『
天
明
風
狂
歌
出
方
題
集
」
（
安
政
5
成、

ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵
）

a
、
「
天
明
風
狂
寄
、
春
枝
再
発
起
し
て
不
老
園
（
紀
若
丸
）
、
池
月
堂
（
昇
月
堂
の
前
号
）
此
三
た
り
に
て
、
時
折
会
合
し
て
狂
れ
し

事
を
た
の
し
み
け
る
に
、
類
を
も
っ
て
集
る
に
て
、
此
道
を
好
め
る
人
十
余
人
程
も
、
時
ハ
＼
の
題
を
出
し
け
れ
ば
、
是
を
よ
み
て

不
老
園
楽
評
せ
し
程
に
、
お
し
き
か
な
不
老
園
、
此
頃
古
人
と
な
り
け
り
。
し
か
れ
ど
も
思
ひ
た
ち
し
風
流
の
っ
と
此
な
り
に
捨
る

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

ム

ノ、



_,_,. 
ノ、

事
お
し
く
お
も
ひ
、
是
よ
り
、
池
月
堂
は
本
歌
も
学
び
し
人
な
れ
ば
、
池
月
堂
楽
評
に
し
て
、
追
／
＼
此
道
を
好
む
友
出
き
た
り
、

た
の
し
む
事
い
と
お
も
し
ろ
し
」

b
、
「
此
頃
よ
り
昇
月
堂
楽
評
に
て
追
／
＼
に
連
中
集
り
、
七
人
の
催
主
に
て
初
て
天
明
風
狂
寄
ち
ら
し
を
催
ふ
し
け
る
、
左
之
通
り
」

と
し
て
、
チ
ラ
シ
を
貼
付
す
る
。
そ
の
チ
ラ
ン
に
「
園
長
兼
題
昇
月
堂
老
人
楽
評
（
中
略
）
言
葉
所
浅
草
金
竜
山
二

絵
（
桂
連
の
宝
船
の
絵
で
、
帆
に
七
福
神
な
ら
ぬ
七
人
の
催
主
名
を
記
す
）
」
と
あ
る
。

十
軒
茶
亭
っ
た
や

c
、
「
桂
連
中
七
人
の
催
、
王
に
て
、
狂
豆
町
月
並
う
た
数
一
一
百
も
集
り
け
る
時
、
催
主
の
内
二
人
斗
り
、
無
拠
世
わ
致
し
兼
不
参
の
も
の
有

し
を
、
楽
評
昇
月
堂
力
を
お
と
し
て
」
、
春
枝
に
「
未
さ
っ
き
」
（
弘
化
四
年
五
月
）
付
で
手
紙
を
送
る
。

d
、
「
其
後
追
／
＼
に
狂
豆
町
連
集
り
、
至
極
繁
昌
と
な
り
け
る
に
つ
け
て
、
天
明
風
狂
寄
弘
メ
を
心
願
し
て
、
狂
寄
桂
の
花
ひ
ら
き
と
名

づ
け
、
ち
ら
し
を
春
枝
ニ
而
出
来
（
下
略
）
」
と
し
て
、
チ
ラ
シ
を
添
付
す
る
。
そ
の
チ
ラ
シ
に
「
狂
寄
桂
の
花

蹴
新
樹
昇
月
堂
老
人
席
評
」
と
あ
る
。

e
、
「
桂
の
花
ひ
ら
き
の
席
に
て
」
と
題
す
る
別
の
箇
所
に
、
「
嘉
永
元
年
申
き
さ
ら
ぎ
八
日
」
と
の
注
記
が
あ
る
o

f
、
「
桂
花
ひ
ら
き
の
後
、
利
明
則
到
司
流
行
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
好
め
る
人
、
催
し
あ
り
。
其
ち
ら
し
に
、
何
棚
…

製
本
ひ
ら
き

双
調
狂
寄
月
並

角
力

安
閑
亭
喜
楽
撰
（
下
略
）
」

P
、
不
朽
山
人
撰
『
冨
士
山
百
景
狂
耳
集
」
（
万
延
1
・
4
序
・
刊
）
「
近
来
、
和
寄
は
本
居
狂
豆
町
は
真
顔
と
い
へ
り
。
去
な
が
ら
真
顔
の

狂
豆
町
は
ま
じ
め
に
し
て
、
今
時
俳
話
耳
と
い
ふ
是
な
り
。
正
真
の
狂
豆
町
は
濁
山
人
は
じ
め
て
読
出
し
て
、
諸
人
の
耳
を
驚
せ
り
。
是
を

天
明
風
と
い
ふ
。
愛
に
麹
町
山
王
辺
に
大
寝
坊
不
朽
山
人
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
よ
く
天
明
風
の
寝
言
を
い
へ
り
」
（
真
入
亭
富
士
江
自
序
）

Q
、
葎
窓
貞
雅
撰
研
一
軒
弁
財
天
奉
額
』
（
元
治
1
・
仲
夏
刊
）
本
文
は
「
狂
歌
韻
劃
」
「
発
句
」
「
都
々
こ
か
ら
な
る
。

R
、
喜
田
川
守
貞
「
近
世
風
俗
志
』
（
慶
応
3
・
5
序
）
「
天
明
ぶ
り
の
狂
歌
、
四
方
赤
良
等
の
狂
歌
を
云
ふ
。
世
人
皆
知
る
所
な
り
」
（
巻

国
「
雑
服
付
雑
事
」
）



狂
歌
書
刊
本
に
「
天
明
狂
歌
」
の
語
が
見
え
る
最
初
は
、
管
見
で
は
F
d
の
『
訳
棚
狂
歌
か
つ
ら
の
花
』
の
弘
化
四
年
六
月
付
政
丈
で
あ
る
。

本
書
は
半
紙
本
一
冊
、
見
返
し
に
「
昇
月
堂
老
人
撰
／
緑
斎
重
麻
呂
画
」
「
訳
棚
狂
歌
桂
の
花
全
」
「
東
都
書
林
学
古
堂
寿
梓
L

、
刊
記
は

「
嘉
永
元
戊
申
年
初
夏
吉
辰
／
本
所
中
之
郷
竹
町
昇
月
堂
蔵
板
／
製
本
発
行
書
林
雁
金
屋
治
兵
衛
」
と
あ
る
。
奥
付
に

江
戸
浅
草
並
木
町

本
書
の
二
編
と
昇
月
堂
の
「
狂
豆
町
袋
初
編
』
『
如
意
授
録
初
集
』
を
近
刻
と
予
告
す
る
が
、

い
ず
れ
も
未
刊
で
あ
ろ
う
o
F
b
に
よ
れ
ば
、
弘
化

三
年
夏
頃
か
ら
昇
月
堂
が
催
、
王
と
な
っ
て
こ
の
復
興
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
続
い
て
同
様
の
企
画
G
も
刊
行
に
至
っ
て
い
る
が
、

そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

O
の
千
代
春
枝
稿
本
『
天
明
風
狂
歌
出
方
題
集
」
が
参
考
に
な
る
。

o
aの
春
枝
、
不
老
園
、
池
月
堂
の
コ
一
名
で
始
め
た
と
い
う
く
だ
り
は
、
右
の
弘
化
三
年
夏
頃
の
実
態
と
思
わ
れ
、
中
で
も
中
心
的
だ
っ
た

の
は
池
月
堂
よ
り
も
、
む
し
ろ
春
枝
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

o
dの
「
狂
寄
桂
の
花

製
本
ひ
ら
き
」
チ
ラ
シ
作
成
か
ら
も
そ
う
思
わ
れ

る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
「
桂
の
花
ひ
ら
き
」
が
開
巻
披
講
さ
れ
た

O
E
の
嘉
永
元
年
二
月
八
日
の
後
（
実
際
に
は
F
が
刊
行
さ
れ
た
同
年
四

月
以
後
で
あ
ろ
う
が
て
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
O

f
に
い
う
天
明
風
狂
歌
流
行
の
気
運
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
流
行
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
す
る
H
の
記
述
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
し
た
が
っ
て
刊
行
年
次
不
明
の

I
と
J
も
ま
た
、
当
然
そ
れ
以
後
の
出
版
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な

ぉ
、
右
の
池
月
堂
こ
と
昇
月
堂
と
千
代
春
枝
に
つ
い
て
は
と
も
に
伝
未
詳
で
あ
る
が
、
稿
本
O
に
よ
れ
ば
、
池
月
堂
は
初
め
池
月
堂
直
雄
と
い

ぃ
、
嘉
永
四
年
頃
の
九
月
十
三
日
に
七
十
余
歳
没
、
春
枝
は
初
め
松
翁
、
後
に
松
翁
軒
春
枝
と
も
号
し
、
安
政
元
年
五
十
二
歳
だ
っ
た
。

つ
い
で
に
他
の
編
撰
狂
歌
作
者
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
。

H
の
江
境
庵
北
雄
は
通
称
を
君
塚
藤
兵
衛
、
弥
生
庵
三
世
の
雛
群
の
こ
と
で
、

東
都
大
坂
町
で
茶
亭
を
営
み
、
慶
応
三
年
二
月
八
日
五
十
五
歳
没
（
『
狂
歌
人
名
辞
書
』
）

0

ー
の
多
久
山
人
は
別
に
稲
穂
庵
と
も
号
し
た
沢
山
人

沢
山
と
同
一
人
物
で
、
罰
山
人
の
手
跡
を
学
び
、
慶
応
三
年
十
月
十
六
日
六
十
七
歳
没
（
同
辞
書
）
o

I
の
本
丈
中
に
は
「
多
久
山
人
別
号
良
温

居
士
」
と
も
あ
り
、
稿
本
O
に
よ
れ
ば
押
上
に
住
し
て
い
る
。

J
と
N
の
長
者
園
萩
雄
は
通
称
を
石
川
李
之
丞
、
越
後
水
原
の
代
官
だ
っ
た
幕

（注
5

）

臣
で
、
明
治
六
年
九
月
二
十
日
九
十
歳
没
（
同
辞
書
）
。
萄
山
人
の
門
人
だ
っ
た
。

K
L
M
の
天
明
老
人
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、

P
の

不
朽
山
人
と

Q
の
葎
窓
貞
雅
は
未
詳
で
あ
る
。

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

ム

ノ、



六
回

さ
て
、
桂
連
が
天
明
復
古
提
唱
と
と
も
に
使
用
し
た
「
天
明
狂
歌
」
の
語
は
、
残
念
な
が
ら
定
着
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
管
見
で

は
他
に
天
明
老
人
の
M
一
例
が
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
用
語
と
し
て
は
、
弘
化
期
に
な
っ
て
新
た
に
「
天
明
風
」
（
も
っ
と

も
「
風
」
は
ブ
リ
と
読
ま
せ
た
か
も
し
れ
な
い
）

の
呼
称
が
生
ま
れ
、

ー
に
よ
れ
ば
「
天
明
古
調
」
は
単
に
「
古
調
」
と
略
称
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
確
認
で
き
る
。
お
し
な
べ
て
い
え
ば
、
弘
化
期
以
降
は
天
明
風
の
呼
称
が
主
流
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（

J

汁

6
）

幕
末
に
お
け
る
天
明
復
古
と
い
え
ば
、
早
く
か
ら
天
明
老
人
こ
と
尽
語
楼
内
匠
が
知
ら
れ
て
い
た
。
前
号
を
下
手
内
匠
、
別
号
を
飛
騨
山
人

と
も
い
い
、
通
称
を
本
田
甚
五
郎
と
い
う
大
工
の
棟
梁
だ
っ
た
。
小
槌
側
判
者
と
し
て
江
戸
日
本
橋
箔
屋
町
に
住
み
、
「
狂
歌
指
南
所
」
の
看
板

（、什

7
）

r
r
E

を
掲
げ
て
活
業
と
し
た
と
い
う
。
文
化
期
か
ら
六
樹
園
飯
盛
の
五
側
系
作
者
と
し
て
活
動
歴
が
あ
り
、
「
相
関
狂
歌
百
人
一
首
』
（
文
化
6
・
9
刊。

前
出
）
や
『
狂
歌
画
像
作
者
部
類
」
（
同
8
・
9
刊
）
、
『
純
一
献
花
鳥
風
月
」
（
丈
政
7
・
9
刊
）
と
い
っ
た
飯
盛
撰
著
に
そ
の
肖
像
が
見
え
、

M
に

は
法
体
姿
の
像
が
載
る
他
、
編
撰
狂
歌
集
に
『
江
都
花
日
千
両
」
（
日
本
橋
之
部
・
廓
中
之
部
・
劇
場
之
部
の
三
編
三
冊
、
広
重
等
画
、
安
政
1

刊
）
、
『
狂
歌
江
都
名
所
図
会
』
（
十
六
編
十
四
冊
、
広
重
等
画
、
安
政
3
・
5
序
・
刊
）
、
『
狂
歌
四
季
遊
』
初
篇
春
之
部
（
広
重
画
、
安
政
5
・

（注
8）

3
序
・
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
彼
は
ま
た
匠
亭
三
七
と
も
号
し
、
式
亭
三
馬
の
古
い
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
天
明
復
古

（注
9）

で
著
名
な
の
は
右
の
事
情
に
加
え
、
彼
の
狂
歌
本
の
挿
絵
を
多
く
を
手
掛
け
た
有
名
な
初
代
一
立
斎
広
重
が
そ
の
門
人
だ
っ
た
こ
と
も
一
因
で

あ
ろ
う
。
天
明
元
年
生
ま
れ
だ
っ
た
こ
と
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
そ
の
天
明
老
人
の
号
を
含
め
、
と
か
く
目
立
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
彼
は
桂
連
が
巻
き
起
こ
し
た
天
明
復
古
の
ブ
l
ム
に
巧
み
に
乗
っ
た
ま
で
で
、
桂
連
同
様
に
復
古
を
大
成
す
る
こ
と
な
く

文
久
元
年
五
月
十
四
日
に
八
十
一
歳
で
没
し
た
。

江
戸
期
の
最
後
と
し
て
、
文
政
期
以
降
の
人
々
が
天
明
期
の
狂
歌
の
範
囲
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
を
見
て
お
こ
う
。

サ
、
喜
多
村
笥
庭
「
嬉
遊
笑
覧
』
（
文
政
日
・
叩
序
・
成
）
「
安
永
・
天
明
の
頃
に
至
り
て
、
江
戸
に
狂
歌
は
や
り
出
。
そ
の
初
め
、
橘
洲

な
ど
に
や
。
次
で
漢
江
・
赤
良
、
な
ら
び
興
る
」
（
巻
3
「
詩
歌
」
）
↓
【
安
永
・
天
明
期
】

シ
、
山
回
桂
翁
『
宝
暦
現
来
集
』
（
天
保
2
・
成
）
「
狂
歌
は
、
安
永
年
中
よ
り
専
ら
流
行
と
な
る
」
（
巻
2
）
↓
｛
安
永
初
年
】



ス

（
前
出
D
）
、
菅
原
長
根
撰
『
新
狂
歌
鱗
』
初
編
（
天
保
8
・
春
序
・
刊
）
「
大
江
戸
の
狂
歌
は
、
明
和
の
頃
よ
り
天
保
の
今
に
い
た
り

て
七
十
年
」
（
白
序
）
↓
【
明
和
期
】

セ
、
斎
藤
月
山
今
『
武
江
年
表
』
（
嘉
永
2
序
・
刊
）
「
天
明
中
、
狂
歌
殊
に
行
は
れ
た
り
」
（
「
天
明
年
間
記
事
」
）
↓
【
天
明
期
】

ソ
、
『
濁
山
人
自
筆
文
書
』
（
丈
久
3
抜
・
成
）
「
（
貼
交
ぜ
の
中
に
）
天
明
・
寛
政
・
文
化
の
年
間
、
さ
か
ん
に
ざ
れ
寄
読
た
る
大
人
達
の

俗
性
、
あ
る
は
宿
所
な
ど
ま
で
し
る
し
置
た
る
を
見
れ
ば
、
を
の
れ
が
席
上
に
蓮
を
な
ら
ベ
た
る
人
々
も
あ
ま
た
あ
り
て
、
（
中
略
）
又

ざ
れ
寄
仲
間
に
逢
ひ
見
る
事
と
思
へ
ば
」
（
長
者
園
政
）
↓
【
天
明
期
l
文
化
期
｝

お
お
よ
そ
前
述
文
化
期
ま
で
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
が
、
物
故
者
と
の
関
連
か
ら
か
ソ
の
長
者
園
が
文
久
三
年
の
時
点
で
下
限
を
文
化
期
に

設
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
江
戸
期
全
体
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
天
明
狂
歌
」
の
時
期
的
範
囲
は
狭
義
で
は
天
明
年
問
、
広
義
で

は
明
和
期
か
ら
丈
化
期
ま
で
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四

明
治
・
大
正
期

以
下
、
研
究
文
献
は
主
と
し
て
初
出
で
は
な
く
単
行
本
を
中
心
と
す
る
が
、
「
天
明
狂
歌
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
次
の
四
氏
で
あ
る
。

1
、
武
島
羽
衣
氏
「
天
明
の
狂
歌
」
（
「
帝
国
文
学
」

4
の
叩
、
明
治
討
－

m）
「
（
実
各
都
之
助
な
る
人
物
）
こ
れ
実
に
苅
明
到
劇
圏
の
先

駆
者
と
し
て
か
く
れ
な
き
唐
衣
橘
洲
に
ぞ
あ
り
け
る
」

ヘ
主
叩
）

2
、
鶴
見
吐
香
氏
『
萄
山
人
』
（
明
治
目
、
裳
華
書
房
刊
）
「
（
江
戸
狂
歌
の
発
生
と
展
開
を
述
べ
た
寛
政
九
年
五
月
付
の
橘
洲
の
一
丈
は
）

所
謂
閑
岡
凶
闘
の
小
歴
史
と
云
ふ
ベ
し
」

3
、
蟹
の
屋
老
人
「
最
古
の
関
岡
凶
剛
国
」
（
狂
歌
雑
誌
「
み
な
お
も
し
ろ
」

2
の
7
、
大
正
6
－

m）
「
『
初
笑
不
琢
玉
』
と
題
す
る
狂

歌
集
を
見
る
に
（
中
略
。
こ
れ
が
）
天
明
調
狂
歌
集
最
初
の
出
版
物
と
な
す
を
得
べ
し
L

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

六
五
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4
、
永
井
荷
風
氏
「
狂
歌
を
論
ず
」
（
『
江
戸
芸
術
論
」
o

大
正
9
、
春
陽
堂
刊
）
「
天
明
六
年
北
尾
政
演
が
描
け
る
狂
歌
五
十
人
一
首
は

関
岡
岡
国
の
粋
を
抜
き
た
る
も
の
其
の
板
画
と
相
侯
っ
て
狂
歌
絵
本
中
の
冠
た
る
も
の
な
り
」

近
代
で
は
明
治
三
十
年
代
に
な
っ
て
天
明
狂
歌
の
語
が
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
著
名
な
3
の
蟹
の
屋
こ
と
野
崎
左
文
で
す
ら
ま

だ
天
明
調
狂
歌
集
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
最
も
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
天
明
調
の
語
で
あ
る
。

・
鷲
亭
金
升
『
狂
歌
の
某
』
（
『
風
雅
文
庫
』

3
0
明
治
部
、
博
文
館
刊
。
宝
山
人
詠
「
て
め
い
調
狂
歌
集
」
を
収
む
）
「
金
升
の
居
る
数
寄

屋
河
岸
は
四
方
真
顔
銭
屋
金
持
な
ん
ど
、
云
ふ
判
者
が
居
た
所
で
、
（
中
略
）
其
処
へ
宿
を
定
め
て
か
ら
数
寄
屋
雅
史
な
ど
、
名
乗
る
に

付
て
は
、
天
明
調
の
名
歌
の
一
首
位
は
詠
ね
ば
な
ら
ぬ
次
第
で
あ
る
が
」

菅
鰯
一
腰
氏
『
藍
狂
歌
梗
概
」
（
明
治
犯
、
金
港
堂
刊
）
「
其
の
主
権
の
江
戸
に
移
る
と
同
時
に
、
狂
歌
は
従
来
の
風
体
を
一
変
し
て
、
所

謂
「
天
明
調
」
な
る
も
の
を
創
成
し
、
以
て
貞
柳
一
派
に
よ
り
て
馴
致
せ
ら
れ
た
る
、
「
浪
花
風
」
を
圧
倒
」

－
藤
岡
作
太
郎
氏
『
国
文
学
史
講
話
』
（
明
治
担
、
開
成
館
刊
）
「
歓
楽
場
裡
の
消
息
は
さ
な
が
ら
青
本
に
現
は
れ
、
酒
落
本
に
写
さ
れ
し

が
、
ほ
か
に
ま
た
適
切
に
こ
れ
を
努
需
し
た
り
し
は
、
天
明
調
の
狂
歌
な
り
」

・
幸
田
露
伴
氏
「
狂
歌
』
（
『
新
群
書
類
従
』
叩
。
明
治
心
、
国
書
刊
行
会
刊
）
「
此
等
皆
京
阪
の
狂
歌
と
系
統
を
異
に
せ
る
江
戸
狂
歌
の
高

潮
た
る
所
謂
天
明
調
の
代
表
た
る
べ
き
も
の
な
り
」
（
「
例
言
」
）

－
野
崎
左
文
氏
「
狂
歌
一
タ
話
』
（
大
正
4
、
非
売
品
）
「
天
明
年
聞
に
は
捲
土
重
来
の
勢
ひ
を
以
て
文
芸
界
に
雄
飛
し
終
に
天
明
調
狂
歌

の
名
を
檀
ま
、
す
る
に
至
っ
た
」

－
塚
本
哲
三
氏
「
古
今
夷
曲
集
・
万
載
狂
歌
集
・
徳
和
歌
後
万
載
集
』
（
『
有
朋
堂
文
庫
」
。
大
正
4
、
有
朋
堂
書
店
刊
）
「
万
載
狂
歌
集
と

徳
和
歌
後
万
載
集
と
は
何
れ
も
四
方
赤
良
即
ち
溺
山
人
の
撰
す
る
所
に
し
て
、
（
中
略
）
共
に
所
調
天
明
調
の
代
表
的
詠
作
を
＃
平
め
た
る

も
の
、
江
戸
狂
歌
の
粋
は
挙
げ
て
こ
の
内
に
あ
り
」
（
「
緒
言
」
）

－
野
崎
左
文
氏
「
狂
歌
書
類
解
題
（
七
）
」
（
狂
歌
雑
誌
「
可
良
毛
裳
」

M
、
大
正
8
・
9
）
「
（
『
狂
歌
若
葉
集
』
所
載
の
内
山
椿
軒
の
狂
歌
）



五
十
六
首
中
天
明
調
の
手
本
と
も
す
べ
き
よ
ろ
し
き
歌
多
し
」

－
樋
口
二
葉
氏
『
手
拭
合
』
解
説
（
「
稀
書
解
説
」
第
二
編
、
大
正
日
、
稀
書
複
製
会
刊
）
「
安
永
の
頃
よ
り
は
内
山
椿
軒
門
下
の
太
田
南

畝
（
四
方
赤
良
）
、
唐
衣
橘
洲
、
朱
楽
菅
江
ら
の
才
人
輩
出
し
、
所
謂
天
明
調
を
映
じ
出
し
、
狂
歌
の
風
格
こ
、
に
一
変
せ
り
」

な
ど
の
例
が
確
認
で
き
る
。
次
い
で
散
見
さ
れ
る
天
明
風
は
「
風
」
の
読
み
の
問
題
も
あ
る
の
で
天
明
ぶ
り
と
一
緒
に
し
て
例
示
す
る
と
、

・
関
根
正
直
氏
『
小
説
史
稿
』
（
明
治
お
、
金
港
堂
刊
）
「
天
明
風
の
狂
歌
を
唱
へ
て
、
海
内
を
風
廃
し
、
四
方
赤
良
と
狂
名
せ
り
」
（
「
四

方
山
人
」
）

・
四
世
絵
馬
屋
額
輔
氏
「
狂
歌
奥
都
城
図
志
』
（
明
治
M
・
8
序
、
稿
本
）
「
橘
洲
、
菅
江
と
共
に
天
明
風
の
狂
歌
を
唱
へ
て
」
（
「
萄
山
翁

墓」）

－
中
学
社
編
『
狂
歌
博
士
』
（
明
治
却
、
博
報
堂
書
店
刊
）
「
内
匠
は
頻
に
天
明
風
（
ル
ビ
「
て
ん
め
い
ぶ
り
」
）
狂
歌
の
復
古
を
唱
へ
た
れ

ど
も
（
中
略
）
卑
俗
に
し
て
高
雅
な
る
も
の
は
一
も
な
か
り
き
」
（
「
下
手
内
匠
」
）

・
関
根
正
直
氏
「
狂
歌
志
略
附
狂
丈
」
（
国
民
文
庫
『
狂
歌
狂
文
集
』
。
大
正
1
、
同
刊
行
会
刊
）
「
橘
洲
赤
良
の
両
雄
（
中
略
）
東
西
に
鳴

き
立
ち
し
は
、
天
明
の
頃
な
り
け
ん
。
さ
れ
ば
当
時
の
詠
を
天
明
振
と
称
し
て
、
狂
歌
の
黄
金
時
代
と
は
す
る
な
り
」
（
同
氏
『
か
ら
す

か
ご
」
〈
昭
和
2
、
六
合
館
刊
〉
所
収
「
狂
歌
の
源
流
と
盛
衰
」
及
び
同
氏
『
史
話
俗
談
』
〈
大
正
日
、
誠
文
堂
書
店
刊
〉
所
収
「
狂
歌

史
談
」
は
こ
れ
と
大
同
小
異

－
三
田
村
鳶
魚
氏
「
弥
次
喜
多
の
大
阪
見
物
」
（
『
鳶
魚
随
筆
』
。
大
正
H
、
春
陽
堂
刊
）
「
江
戸
で
は
狂
歌
が
刷
新
さ
れ
た
。
あ
の
天
明
ぶ

り
と
い
わ
れ
る
風
体
が
創
始
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
あ
る
。
天
明
風
は
用
例
数
こ
そ
天
明
調
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
時
期
的
に
は
天
明
調
の
語
よ
り
も
早
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
江
戸

末
期
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
明
治
三
十
年
代
か
ら
は
天
明
調
の
語
が
主
流
と
な
る
が
、
と
も
か
く
も
明
治
・

大
正
期
は
全
体
と
し
て
、
江
戸
期
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

六
七



六
八

五

昭
和
前
期
同
二
十
年
の
戦
中
期
ま
で

昭
和
に
入
る
と
、
大
正
期
ま
で
と
は
重
複
し
な
い
新
た
な
七
氏
が
「
天
明
狂
歌
」
の
語
を
使
用
し
始
め
る
。

5
、
藤
井
乙
男
氏
編
『
罰
山
家
集
」
（
『
歌
謡
俳
書
選
集
』
叩
。
昭
和
2
、
文
献
書
院
刊
）

a
、
「
（
寛
政
九
年
五
月
付
の
橘
洲
の
一
文
は
）
宝
暦
明
和
頃
の
江
戸
狂
歌
の
濫
鰐
か
ら
筆
を
起
し
て
、
天
明
寛
政
の
黄
金
時
代
に
説
き

b
、
「
（
椿
軒
こ
と
）
賀
邸
門
は
実
に
閑
剛
岡
剛
一
の
揺
藍
と
宣
言
口
ふ
べ
く
、
幾
多
の
駿
足
を
輩
出
」
（
「
萄
山
人
評
伝
L

）

6
、
三
村
竹
清
氏
「
団
側
倒
閣
の
発
端
」
（
「
日
本
及
日
本
人
」
即
、
昭
和
4
・
1
）
「
万
葉
の
戯
歌
が
閑
剛
岡
国
の
祖
な
る
が
如
く
、
後

の
狂
歌
師
共
は
言
っ
て
ゐ
る
が
、
（
中
略
。
こ
こ
ま
で
の
）
記
事
は
関
同
四
匹
の
発
端
で
、
書
く
べ
き
事
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
」

7
、
林
若
樹
氏
校
訂
『
狂
文
狂
歌
集
」
（
『
日
本
名
著
全
集
」
目
。
昭
和
4
、
同
刊
行
会
刊
）
「
解
題
」

a
、
「
明
和
安
、
水
よ
り
天
明
に
至
っ
て
（
中
略
。
狂
歌
も
）
所
謂
天
明
調
の
盛
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
L

b
、
「
実
に
関
同
船
岡
山
の
源
は
赤
良
、
橘
洲
、
菅
江
等
の
師
た
る
内
山
椿
軒
先
生
に
迄
遡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

c
、
「
天
明
調
狂
歌
の
心
髄
を
知
ら
ん
と
せ
ば
若
葉
、
万
載
、
後
万
載
、
才
蔵
の
四
集
を
読
め
ば
足
り
る
」

け
で
も
仲
々
に
数
多
い
」

9
、
菅
竹
浦
氏
『
近
世
狂
歌
史
』
（
昭
和
口
、
中
西
書
房
刊
）

ら
れ
な
い
、
謂
ゆ
る
惑
星
的
人
物
で
あ
っ
た
」
（
第
三
篇
第
二
章
）



b
、
「
関
岡
凶
聞
の
発
祥
」
（
同
篇
第
四
章
）

c
、
「
赤
良
、
橘
洲
、
菅
江
ら
に
よ
っ
て
一
時
代
を
画
し
た
狂
歌
は
、
世
に
之
れ
を
天
明
調
と
い
ひ
、
（
中
略
）
後
年
、
狂
歌
を
論
ず
る

者
は
是
等
の
人
々
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
天
明
前
後
の
歌
風
を
以
て
、
天
明
調
と
称
し
、
狂
歌
の
粋
と
し
て
ゐ
る
」
（
同
篇
第
七
章
）

d
、
「
「
（
鳴
滝
音
人
は
）
関
岡
凶
剛
困
古
参
者
の
一
人
」
（
同
）

e
、
「
天
明
調
の
全
盛
期
は
実
に
天
明
元
年
か
ら
寛
政
享
和
を
経
て
、
文
政
の
首
め
頃
ま
で
凡
そ
四
十
年
間
で
あ
る
」
（
同
篇
第
十
章
）

叩
、
浜
田
義
一
郎
氏
『
局
山
人
』
（
昭
和
口
、
青
梧
堂
刊
）

a
、
「
（
南
畝
が
）
文
壇
人
と
し
て
活
動
し
た
の
は
四
方
赤
良
時
代
の
僅
々
十
五
年
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
間
に
狂
歌
の
中
心
的
存
在
と
し
て

関
同
開
国
の
盛
行
時
代
を
樹
立
」
（
「
前
書
き
」
）

b
、
「
閑
剛
凶
闘
の
発
生
」
（
「
三
四
方
赤
良
時
代
（
上
）
」
）

口
、
玉
林
晴
朗
氏
「
罫
山
人
の
研
究
』
（
昭
和
問
、
畝
傍
書
一
房
刊
）

a
、
「
天
明
調
狂
歌
と
四
方
赤
良
」
（
第
十
一
章
）

b
、
「
南
畝
は
関
岡
凶
剛
一
の
統
領
と
し
て
、
直
接
其
の
隆
盛
を
促
進
さ
せ
た
代
表
者
と
な
っ
た
」
（
同
）

さ
す
が
に
昭
和
に
な
る
と
、
筆
者
な
ど
に
は
右
各
諸
氏
の
芳
名
は
馴
染
み
深
い
。
特
に
7
9
日
は
天
明
調
の
語
を
も
併
用
し
て
は
い
る
も
の

の、

7
は
今
も
っ
て
名
解
題
と
い
っ
て
よ
く
、
通
史
研
究
室
百
の

9
は
現
在
も
最
高
水
準
を
保
っ
て
い
て
こ
れ
を
越
え
る
書
が
な
く
、
萄
山
人
研

究
と
し
て
の
日
も
不
動
の
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
用
語
上
は
大
正
期
を
脱
却
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
期
も
ま
だ
次
の
よ

う
に
天
明
調
の
語
が
主
流
を
占
め
て
い
た
（
便
宜
上
、
天
明
ぶ
り
の
語
も
含
め
て
列
挙
す
る
）

0

名
大
に
著
は
る
」
（
「
赤
良
」
）

－
野
崎
左
文
氏
校
訂
『
万
載
狂
歌
集
』
（
昭
和
5
、
岩
波
文
庫
）
「
是
れ
が
即
ち
天
明
調
の
狂
歌
の
起
り
で
、
（
中
略
）
天
明
調
の
代
表
的
撰

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

六
九



七。

集
と
い
へ
ば
先
づ
赤
良
の
撰
ん
だ
『
万
載
集
』
」
（
「
例
言
」

－
野
崎
左
文
氏
『
狂
歌
の
研
究
』
（
『
岩
波
講
座

日
本
文
学
」
o

昭
和
6
）

a
、
「
後
に
謂
ふ
天
明
ぶ
り
の
狂
歌
は
椿
軒
を
生
み
の
親
と
し
て
、
早
く
も
明
和
六
七
年
に
孤
々
の
声
を
揚
げ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
L

b
、
「
此
天
明
調
狂
歌
の
全
盛
期
は
、
実
に
天
明
元
年
か
ら
寛
政
、
享
和
を
経
て
文
化
の
初
め
ま
で
の
こ
十
四
五
年
間
」

－
野
崎
左
文
氏
「
狂
歌
狂
文
研
究
」
（
「
日
本
文
学
講
座
』

9
0
昭
和
6
、
新
潮
社
刊
）
「
（
寛
政
年
間
に
至
る
ま
で
の
）
此
の
狂
歌
を
世
人

は
天
明
調
と
称
へ
て
貞
柳
一
派
の
浪
花
ぶ
り
狂
歌
と
区
別
す
る
事
と
な
っ
た
」

・
木
村
仙
秀
氏
『
江
戸
二
色
」
解
説
（
「
稀
書
解
説
」
第
七
編
上
、
昭
和
7
、
稀
書
複
製
会
刊
）
「
（
卯
雲
家
集
「
今
日
歌
集
』
の
出
版
は
）

本
書
の
刊
行
よ
り
四
年
後
の
安
、
水
四
年
な
れ
ど
、
天
明
調
の
狂
歌
書
と
し
て
は
初
期
に
属
す
る
も
の
な
り
。
（
中
略
）
所
謂
天
明
振
り
の

気
風
に
乏
し
と
難
も
、
間
々
時
事
の
誠
刺
を
も
含
み
」

・
森
銑
三
氏
「
大
田
南
畝
と
そ
の
酒
落
本
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
叩
の

1
、
昭
和
8
・
1
）
「
（
安
永
9
年
刊
の
）
「
粋
町
甲
閏
」
の
成
っ
た

頃
に
は
、

い
は
ゆ
る
天
明
調
の
狂
歌
が
将
に
大
い
に
興
隆
し
よ
う
と
し
て
ゐ
た
」

・
木
村
仙
秀
氏
『
絵
本
見
立
仮
誓
尽
』
解
説
（
「
稀
書
解
説
」
第
八
編
、
昭
和
9
、
稀
書
複
製
会
刊
）
「
天
明
調
狂
歌
の
萌
芽
は
、
す
で
に

宝
暦
の
中
頃
よ
り
起
こ
り
（
中
略
。
本
書
の
狂
詠
は
）
天
明
振
り
の
真
骨
頂
を
見
る
能
は
ず
と
難
も
（
中
略
）
流
石
に
隆
盛
期
の
作
品

と
し
て
愛
賞
す
べ
き
」

－
野
崎
左
丈
氏
「
狂
歌
史
L

（
『
日
本
文
学
講
座
』

6
0
昭
和
9
、
改
造
社
刊
）

a、
「
（
天
明
期
に
連
な
る
江
戸
狂
歌
は
）
浪
花
ぶ
り
の
狂
歌
が
有
り
の
佳
東
漸
し
た
の
で
は
な
く
、
全
く
関
東
に
於
て
創
始
さ
れ
た
一

種
の
姿
で
、
後
世
之
を
天
明
調
と
名
づ
く
る
に
至
っ
た
」

b
、
「
天
明
調
の
全
盛
を
極
め
た
の
は
僅
に
三
十
余
年
間
で
、
文
化
の
始
め
に
は
橘
洲
を
始
め
と
し
て
多
く
の
大
家
は
既
に
物
故
し
、
赤

良
の
濁
山
人
の
み
存
命
で
あ
っ
た
」



・
菅
竹
浦
氏
『
狂
奇
書
目
集
成
』
（
昭
和
口
、
星
野
書
店
刊
）
「
天
明
調
狂
歌
の
発
祥
を
成
せ
る
江
戸
最
初
の
会
合
に
由
て
作
ら
れ
た
貴
重

な
資
料
で
あ
る
」
（
「
明
和
十
五
番
狂
歌
合
』
注
記
）

－
藤
村
作
氏
編
『
日
本
文
学
大
辞
典
』

2

（
昭
和
口
、
新
潮
社
刊
）
「
（
江
戸
狂
歌
は
）
天
明
・
寛
政
年
間
に
は
流
行
の
頂
点
に
達
し
、
世

人
は
天
明
調
狂
歌
と
名
づ
け
て
こ
れ
を
称
揚
し
た
」
（
野
崎
左
文
氏
執
筆
「
狂
歌
」
）

－
三
田
村
鳶
魚
氏
「
滑
稽
本
概
説
」
（
評
釈
江
戸
文
学
叢
書
『
滑
稽
本
名
作
集
』
。
昭
和
口
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
刊
）
「
（
上
方
ふ
う
）

を
一
転
し
た
の
が
天
明
ぶ
り
で
あ
り
ま
す
」

・
高
野
辰
之
氏
『
江
戸
文
学
史
」
下
（
『
日
本
文
学
全
史
』

9
0
昭
和
日
、
東
京
堂
刊
）
「
（
天
明
期
の
）
狂
歌
は
江
戸
に
於
て
沖
天
の
勢
を

呈
し
た
。
（
中
略
）
こ
れ
が
所
謂
天
明
調
で
、
大
田
局
山
人
以
下
教
養
の
あ
る
も
の
が
詠
出
（
中
略
）
、
天
明
寛
政
は
実
に
狂
歌
の
最
盛

期
で
あ
っ
た
」

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
明
治
以
降
戦
中
ま
で
は
、
「
天
明
狂
歌
」
使
用
者
は
少
数
な
が
ら
常
に
い
て
微
増
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
語
が

市
民
権
を
得
た
と
は
と
て
も
言
い
難
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
が
当
初
憶
測
し
た
野
崎
左
文
氏
な
ど
は
、
確
か
に
こ
の
語
の
使

用
者
の
一
人
（
前
引
3
）
で
は
あ
る
も
の
の
、
さ
し
ず
め
「
天
明
調
」
愛
用
者
の
最
た
る
研
究
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

---'-
／、

昭
和
後
期
｜
戦
後
の
同
二
十
一
年
以
降
三
十
年
代
半
ば
ま
で

昭
和
後
期
に
つ
い
て
は
紙
数
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
同
三
一
十
年
代
半
ば
あ
た
り
で
区
切
る
こ
と
と
す
る
。
戦
後
の
こ
の
期
に
な
っ

て
よ
う
や
く
「
天
明
狂
歌
」
の
語
の
定
着
を
見
る
。
主
だ
っ
た
研
究
書
等
に
お
け
る
そ
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
変
し
て
も
は
や
こ

の
語
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
い
っ
て
よ
く
、
戦
中
ま
で
の
基
調
用
語
だ
っ
た
天
明
調
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
る
。

ロ
、
小
池
藤
五
郎
氏
「
川
柳
・
狂
歌
」
（
『
日
本
文
学
講
座
』

4
0
昭
和
初
、
河
出
書
房
刊
）

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

七



七

a
、
「
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
、
木
室
卯
雲
、
大
奈
権
厚
紀
（
大
屋
裏
住
）
等
を
過
渡
期
の
作
者
と
し
て
、
閑
剛
岡
国
の
世
界
は
開
け

て
行
っ
た
」

b
、
「
天
明
調
の
狂
歌
の
花
は
、
絢
嫡
、
前
後
に
比
較
す
る
物
が
無
い
ほ
ど
に
咲
き
出
た
の
で
あ
る
」

日
、
石
川
淳
氏
『
夷
斎
清
言
』
（
昭
和
泊
、
新
潮
社
刊
）

a
、
「
宿
屋
飯
盛
は
四
方
赤
良
系
の
狂
歌
師
と
し
て
関
岡
凶
闘
の
運
動
に
一
役
買
っ
て
ゐ
る
」
（
「
遊
民
」
）

b
、
「
（
四
民
区
別
の
な
い
狂
名
世
界
が
培
っ
た
も
の
は
）
文
学
の
毒
で
あ
る
。
関
岡
岡
国
の
精
神
上
の
効
果
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
や
が

て
（
中
略
）
狂
名
は
意
味
を
う
し
な
ひ
、
毒
ま
た
お
と
ろ
へ
て
、
関
岡
凶
剛
一
の
精
神
は
ほ
ろ
ぴ
て
ゐ
る
」
（
同
）

c
、
「
関
岡
凶
剛
剛
一
中
の
最
年
長
で
あ
る
大
屋
裏
住
」
（
「
狂
歌
百
鬼
夜
狂
」
）

d
、
「
関
岡
凶
困
は
そ
の
発
祥
に
於
て
青
春
の
運
動
で
あ
り
、
老
朽
の
徒
は
か
へ
っ
て
こ
れ
に
参
加
し
な
い
と
い
ふ
事
情
が
あ
っ
た
」

（同）

e
、
「
関
岡
岡
国
は
後
世
の
大
学
校
の
文
学
講
座
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
？
つ
に
は
、
当
時
の
公
衆
か
ら
孤
立
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
」
（
同
）

H
、
浜
田
義
一
郎
氏
「
川
柳
・
狂
歌
」
（
麻
生
磯
次
氏
守
随
憲
治
氏
編
『
日
本
文
学
研
究
入
門
』
o

昭
和
訓
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
「
（
野

崎
左
丈
に
は
）
「
狂
歌
一
タ
話
」
（
中
略
）
そ
の
他
が
あ
り
、
閑
剛
凶
剛
一
の
鑑
賞
で
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
」

日
、
浜
田
義
一
郎
氏
「
川
柳
と
狂
歌
」
（
久
松
潜
一
氏
編
「
日
本
文
学
史
』
近
世
。
昭
和
虫
、
至
文
堂
刊
）

a
、
「
（
内
山
賀
邸
の
）
門
人
に
後
年
の
唐
衣
橘
、
四
方
赤
良
、
朱
楽
菅
江
、
平
秩
東
作
等
が
ゐ
て
、
関
側
岡
国
の
巨
頭
は
皆
こ
の
門
に

集
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」

b
、
「
関
岡
凶
闘
は
そ
の
時
代
の
最
も
新
し
い
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
代
表
し
て
ゐ
た
」

c
、
「
関
岡
凶
困
も
一
度
び
大
衆
の
手
に
移
る
や
、
忽
ち
低
落
す
る
」

d
、
「
（
宿
屋
飯
盛
の
）
歌
風
は
典
型
的
な
天
明
訴
と
い
っ
て
よ
い
」



16 
会主

茄浜
は回
無義
軌一
道郎
な氏
氾「
濫江
を戸
招 狂
く歌
が」

昨は了

そ小
の 池
占誌

に孟
自郎
司氏
で編
あ『
つロ

ξ羊
だ古
け典
に鑑

賞
鉦議

統座
制』

に 23
陥
る昭
危 和
険 33
が 、
大角
き Ill
く書
」店
弓刊

わコ
ゆ 大
る衆

天
明
ぶ
り
」
）

口
、
杉
本
長
重
氏
・
浜
田
義
一
郎
氏
『
川
柳
狂
歌
集
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
町
。
昭
和
お
、
岩
波
書
店
刊
）

a
、
「
橘
洲
ら
関
岡
岡
剛
一
を
創
始
し
た
人
々
は
現
に
流
行
し
て
い
る
浪
花
狂
歌
を
否
定
し
」
（
狂
歌
集
の
部
の
浜
田
氏
「
解
説
」
）

b
、
「
天
明
二
年
四
月
、
三
囲
稲
荷
団
扇
会
に
名
を
連
ね
る
（
人
々
が
）
天
明
江
戸
狂
歌
の
重
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
」
（
同
）

c
、
「
寛
政
に
入
る
と
閑
剛
岡
国
に
対
す
る
反
省
が
起
り
、
古
典
和
歌
へ
歩
み
寄
る
気
運
と
な
っ
た
の
で
」
（
同
）

d
、
「
関
側
岡
国
の
技
巧
」
（
同
）

e
、
「
狂
名
に
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
は
関
岡
岡
国
の
最
初
か
ら
の
習
慣
で
」
（
同
）

店
、
石
川
淳
氏
「
萄
山
雑
記
」
（
右
の
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
町
「
月
報
」
。
昭
和
お
・
ロ
）

a
、
「
（
「
易
山
百
首
』
で
は
）
此
一
帖
吾
家
狂
歌
髄
脳
と
う
た
っ
て
、
か
う
い
ふ
本
が
あ
ら
は
れ
た
の
を
見
る
と
、
関
岡
岡
国
の
運
動

つ
ひ
に
終
罵
と
い
ふ
感
が
ふ
か
い
」

b
、
「
関
岡
岡
国
の
性
質
か
ら
見
て
、
そ
の
な
が
れ
に
個
人
の
家
集
が
出
る
や
う
に
な
っ
て
は
、
運
動
全
体
の
脈
が
あ
が
っ
た
」

問
、
浜
田
義
一
郎
氏
『
川
柳
・
狂
歌
」
（
『
鶴
一
日
本
文
学
史
』

9
。
昭
和
担
）

a
、
「
し
か
し
寛
政
に
入
る
と
に
わ
か
に
関
岡
岡
国
に
対
す
る
批
判
と
反
省
が
起
こ
り
」
（
「
六
関
側
凶
闘
の
性
格
」
）

b
、
「
（
寛
政
改
革
を
経
て
）
歌
風
も
ま
た
著
し
く
変
化
し
、
閑
閑
岡
国
江
戸
狂
歌
と
新
風
を
誇
っ
て
い
た
が
、
転
じ
て
昔
な
が
ら
の
俳

譜
歌
に
近
づ
こ
う
と
し
」
（
「
七

c
、
「
関
岡
岡
国
の
意
義
は
従
来
の
狂
歌
を
離
れ
、
新
し
い
文
芸
美
を
創
造
し
た
点
に
あ
っ
た
」
（
同
）

初
、
土
日
田
精
一
氏
・
浜
田
義
一
郎
氏
「
川
柳
集
狂
歌
集
』
（
「
古
典
日
本
文
学
全
集
」
お
。
昭
和
話
、
筑
摩
書
房
刊
）

寛
政
改
革
と
狂
歌
」
）

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

七



七
回

a
、
「
江
戸
狂
歌
（
閑
剛
岡
国
と
も
呼
ぶ
）

の
震
源
地
は
言
っ
て
見
れ
ば
唐
衣
橘
洲
の
四
谷
の
家
で
あ
る
」
（
狂
歌
集
の
部
の
浜
田
氏

「
解
説
」
）

b
、
「
武
士
も
町
人
も
無
差
別
に
入
り
ま
じ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
庶
民
的
だ
が
ど
こ
か
コ
ツ
ン
と
し
た
と
こ
ろ
の
あ
る
関
岡
凶
闘
の
特
色

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」
（
同

c
、
「
真
顔
は

（
中
略
）
堂
上
和
歌
に
接
近
し
て
俳
語
歌
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
閑
剛
凶
剛
一
の
歯
切
れ
の
よ
さ
を
落
首
風
だ
と
非
難

い
っ
ぽ
う
宿
屋
飯
盛
は
（
中
略
）
真
顔
に
挑
戦
し
て
関
岡
岡
国
復
興
を
唱
え
た
。
（
中
略
）
そ
れ
と
て
も
関
岡
凶
困
の
反

復
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
狂
歌
は
と
う
に
発
生
時
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
同
）

（
中
略
）

「
天
明
狂
歌
」
の
語
に
市
民
権
が
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
最
大
の
功
労
者
は
、
作
家
で
は
石
川
淳
氏
、
研
究
者
で
は
浜
田
義
一
郎
氏
で
あ
る
こ

と
は
右
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
戦
後
の
江
戸
狂
歌
研
究
に
関
し
て
は
、
石
川
氏
が
永
井
荷
風
氏
の
跡
を
継
ぎ
、
浜
田
氏
が
野
崎
左
文
氏
と
菅

竹
浦
氏
を
継
承
し
た
形
と
な
り
、
こ
の
二
人
が
戦
後
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
特
に
浜
田
氏
の
天
明
時
代
に
対
す
る
傾
倒
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
戦
後
す
ぐ
に
天
明
社
な
る
出
版
社
を
興
し
、

そ
の
名
も
「
天
明
叢
書
」
の
第
一
冊
目
と
し
て
出
版
し
た
の
が
、
義
弟
に
当
た
る
吉
田
精
一
氏
の
『
相
近
代
詩
鑑
賞
明
治
篇
』
（
昭
和
幻
刊
）

（
注
目
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
「
天
明
文
学
｜
資
料
と
研
究
」
（
昭
和
田
、
東
京
堂
出
版
刊
）
は
氏
の
古
稀
記
念
編
著
で
あ
り
、
そ
の
自
序
に
「
天
明
文
学
と

い
う
の
は
精
々
耳
な
れ
な
い
感
も
あ
る
が
、
江
戸
中
期
に
お
こ
っ
た
江
戸
市
民
の
文
学
が
二
応
の
頂
点
に
達
し
た
の
が
天
明
年
中
で
あ
り
、
ま

た
す
で
に
天
明
調
・
天
明
ぶ
り
等
の
成
語
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
謂
れ
な
き
呼
称
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
天
明
文
学
」
の
語
も
実
は

こ
れ
が
初
出
で
は
な
く
、

二
十
年
以
上
も
前
の
前
引
日
に
、
「
（
四
方
赤
良
は
）
狂
歌
・
酒
落
本
・
黄
表
紙
等
各
方
面
に
活
躍
し
、
天
明
文
学
の

盟
主
の
観
が
あ
っ
た
」
と
見
え
て
い
る
。



七

「
天
明
狂
歌
」

の
時
期
的
範
囲
｜
ま
と
め
に
か
え
て
｜

「
天
明
狂
歌
」
と
呼
ぶ
そ
の
時
期
的
範
囲
に
つ
い
て
、
最
盛
期
の
天
明
年
聞
を
以
て
狭
義
と
す
る
こ
と
に
現
在
も
異
議
は
な
か
ろ
う
。
広
義
で

は
少
な
く
と
も
江
戸
人
は
、
最
大
で
明
和
期
か
ら
文
化
期
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
前
述
し
た
。
で
は
近
代
以
降
の
研
究
者
た
ち
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。ま

ず
上
限
で
あ
る
が
、
藤
井
乙
男
氏
は
前
引
5
に
お
い
て
、
江
戸
狂
歌
の
発
生
と
展
開
を
述
べ
た
唐
衣
橘
洲
の
寛
政
九
年
五
月
付
の
一
丈
を

元
に
、
そ
の
濫
鰐
を
宝
暦
明
和
頃
と
み
な
さ
れ
、
木
村
仙
秀
氏
も
「
絵
本
見
立
仮
警
尽
』
解
説
（
前
掲
「
昭
和
前
期
」
の
天
明
調
用
例
参
照
）

で
、
「
天
明
調
狂
歌
の
萌
芽
は
、
す
で
に
宝
暦
の
中
頃
よ
り
起
こ
り
」
と
さ
れ
る
。
確
か
に
風
来
山
人
こ
と
平
賀
源
内
や
そ
の
友
人
だ
っ
た
木
室

卯
雲
な
ど
が
宝
暦
期
に
江
戸
狂
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
個
人
的
な
営
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
に
は
後
の
天
明
狂
歌
に
連
な
る
江
戸

在
歌
の
集
は
な
い
。
宝
暦
期
は
や
は
り
過
渡
期
と
認
定
す
べ
き
で
、
天
明
狂
歌
の
広
義
の
上
限
は
、
江
戸
狂
歌
の
晴
矢
『
明
和
十
五
番
狂
歌
合
』

の
成
立
を
敷
延
し
た
明
和
期
か
ら
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

残
る
下
限
の
問
題
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
の
主
な
諸
説
を
次
に
列
挙
し
て
み
る
。

ー
、
発
生
を
明
和
期
と
認
定
す
る
も
の
の
、
下
限
は
天
明
期
ま
で
（
浜
田
義
一
郎
氏
『
川
柳
狂
歌
集
」
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
」
町
、
昭
和

33 
E
、
寛
政
年
間
ま
で
（
野
崎
左
丈
氏
「
狂
歌
狂
文
研
究
」
昭
和
6
、
「
日
本
文
学
大
辞
典
」
昭
和
日
）

面
、
丈
化
の
初
め
ま
で
（
同
氏
の
『
狂
歌
の
研
究
』
昭
和
6
と
「
狂
歌
史
」
昭
和
9
）

町
日
、
丈
政
の
初
め
頃
ま
で
（
同
氏
『
狂
歌
一
タ
話
』
大
正
4
、
菅
竹
浦
氏
『
近
世
狂
歌
史
』
昭
和
日
）

v、
「
局
山
百
首
」
が
丈
政
元
年
正
月
に
刊
行
さ
れ
る
前
（
石
川
淳
氏
「
萄
山
雑
記
」
昭
和
お
・
ロ
）

「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

七
五



七
六

浜
田
説
の

I
は
、
後
に
「
天
明
狂
歌
は
、
文
字
ど
お
り
天
明
末
年
を
も
っ
て
終
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
し
（
「
狂
歌
」
〈
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

『
講
座
日
本
文
学
』

8
、
昭
和
叫
、
三
省
堂
刊
〉
）
と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
発
生
期
は
認
定
さ
れ
て
も
、
そ
も
そ
も
の
狭
義
と
広
義

を
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
根
拠
も
前
引
の
口

c
や
四
b
に
明
白
で
あ
る
。

E
は
隆
盛
期
を
天
明
期
の
み
な
ら
ず
寛
政
期
に
ま
で
拡
大

す
る
解
釈
に
基
づ
く
。

E
は
歌
風
に
関
し
て
真
顔
と
雅
望
の
聞
に
見
解
の
相
違
が
現
れ
る
直
前
あ
た
り
を
基
準
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
寛
政
と

文
化
に
挟
ま
る
享
和
期
に
、
江
戸
で
初
め
て
狂
歌
の
会
を
聞
い
た
橘
洲
が
没
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
文
化
期
ま
で
に
は
大
半
の

天
明
作
者
が
没
し
て
い
る
こ
と
前
述
し
た
が
、
そ
の
末
期
あ
た
り
を
意
識
し
つ
つ
、
局
山
人
の
生
前
最
後
の
狂
歌
集
刊
本
が
丈
政
元
年
の
『
萄

山
百
首
』
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
た
の
が
W
で
あ
る
。

V
は
や
や
漠
然
と
し
た
感
が
あ
る
が
、
こ
の
「
局
山
百
首
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
前

引
M
a
b
の
解
釈
に
よ
る
。
結
論
的
に
は

W
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。

寛
政
期
に
お
け
る
江
戸
狂
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
は
現
在
、
天
明
期
と
は
す
で
に
質
を
異
に
す
る
と
の
浜
田
氏
の
主
張
が
首
肯
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
浜
田
説
の

I
は
天
明
狂
歌
の
発
生
期
と
し
て
明
和
ま
で
遡
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
狭
義
と
は
異
な
る
下
限
を

も
設
定
す
る
と
す
れ
ば
、

一
体
ど
こ
ま
で
下
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
当
の
江
戸
人
た
ち
の
発
言
を
も
含
め
て
留
意
点
を
列
挙
す
れ
ば
、

①
文
化
期
に
は
す
で
に
歌
風
が
変
質
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
期
ま
で
は
天
明
調
、
天
明
風
と
い
っ
た
表
現
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
前
述
）

②
丈
政
期
も
後
半
そ
れ
も
末
期
近
く
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
天
明
調
に
対
す
る
新
興
の
歌
風
を
指
す
文
政
調
の
語
が
現
れ
る
。
（
前
述
）

③
主
な
天
明
狂
歌
作
者
の
物
故
を
も
意
識
し
て
か
、
局
山
人
門
人
の
長
者
園
萩
雄
は
下
限
を
文
化
期
と
す
る

④
四
方
赤
良
こ
と
萄
山
人
と
そ
の
編
著
『
万
載
狂
歌
集
』
を
、
天
明
期
の
代
表
的
作
者
お
よ
び
編
著
と
す
る

前
引
ソ
）

0

（
前
引
オ
・
ク

a
・
p
－

R

の
他
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
）

0

⑤
文
政
元
年
刊
の
萄
山
人
生
前
最
後
の
狂
歌
集
『
萄
山
百
首
」
は
、
そ
の
自
筆
版
下
の
筆
跡
に
重
点
を
置
い
て
出
版
さ
れ
た
側
面
を
持
つ

て
は
い
る
も
の
の
、
収
ま
る
狂
歌
は
概
し
て
晩
年
の
詠
が
多
い

前
引
口
J
O



と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
特
に
④
を
踏
ま
え
て
⑤
の
内
容
を
考
え
る
時
、

E
説
と

E
説
は
妥
当
性
を
欠
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は

W
説

が
妥
当
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
②
を
包
含
し
て
い
な
い
。
結
論
と
し
て
筆
者
は
、
局
山
人
が
文
政
六
年
四
月
六
日
に
七
十
五
歳
で
没
す
る
、
そ

の
年
を
下
限
と
し
た
い
。
こ
の
年
な
ら
ば
②
の
直
前
に
相
当
し
、
①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
と
も
矛
盾
せ
ず
に
す
べ
て
を
包
含
す
る
か
ら
で
あ
る
。

丈
政
六
年
と
い
う
結
論
の
み
に
こ
だ
わ
れ
ば
あ
ま
り
に
安
直
な
感
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
筆
者
は
短
絡
的
に
局
山
人
の
没
年
に
結
び
つ
け
て

い
る
の
で
は
な
く
、
江
戸
人
の
認
識
を
も
踏
ま
え
て
総
合
的
合
理
的
に
考
え
た
、
そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
天
明
狂
歌

の
時
期
的
広
義
は
、
明
和
期
か
ら
丈
政
六
年
ま
で
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
江
戸
期
約
百
年
と
明
治
以
降
約
百
年
の
計
二
百
年
に
わ
た
る
雑
駁
な
調
査
報
告
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
中
野
三
敏
氏
か
ら
与
え
ら

れ
た
宿
題
の
レ
ポ
ー
ト
と
し
た
い
。
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菅
竹
甫
氏
『
近
世
狂
歌
史
」
（
昭
和
口
、
中
間
主
回
一
房
）
第
三
篇
第
十
章
「
名
あ
る
作
家
の
物
故
表
」
参
照
。

野
崎
左
文
氏
「
狂
歌
狂
文
研
究
」
（
新
潮
社
「
日
本
文
学
講
座
』

9
、
昭
和
6
）
な
ど
が
引
用
す
る
萄
山
人
の
随
筆
『
奴
凧
』
に
は
、
「
江
戸
に
て
狂
歌

の
会
を
始
め
て
せ
し
は
安
永
四
年
二
月
二
十
三
日
、
凹
谷
忍
原
横
丁
に
住
め
る
小
島
橘
洲
な
り
」
と
あ
る
（
『
大
田
南
畝
全
集
』
叩
〈
昭
和
白
、
岩
波
書

店
〉
所
収
本
な
ど
に
は
傍
点
部
が
な
い
）

0

「
大
田
南
畝
全
集
』
叩
と
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
制
（
平
成
5
、
岩
波
書
店
）
の
中
野
三
敏
氏
解
説
に
よ
る
。

本
書
の
序
文
を
省
い
た
刊
年
不
明
改
題
本
に
『
狂
歌
百
人
一
首
』
（
大
妻
女
子
大
蔵
）
が
あ
る
。

筆
者
が
貼
交
ぜ
巻
子
本
『
濁
山
人
自
筆
文
書
』
を
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
幻
号
（
平
成
1
・

3
）
に
翻
刻
紹
介
し
た
折
、
政
文
執
筆
者
の
自

署
が
癖
字
で
判
読
で
き
ず
、
「
八
十
翁
口
口
園
」
と
空
欄
に
し
た
が
、
稿
本
N
を
見
る
に
及
ん
で
長
者
園
と
判
読
で
き
た
。
同
版
文
中
に
「
を
の
れ
が

師
な
る
杏
花
園
大
田
局
山
翁
」
と
あ
る
。
な
お
長
者
園
の
八
十
歳
は
文
久
三
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
同
巻
子
本
の
成
立
を
嘉
、
水
・
安
政

の
交
か
ら
文
久
三
年
と
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

注
1
の
書
第
三
篇
第
十
章
「
天
明
調
狂
歌
の
復
活
を
謀
り
し
人
」
参
照
。

赤
良
の
『
万
載
狂
歌
集
」
（
天
明
3
刊
）
や
『
脱
枇
老
莱
子
」
（
同
4
刊
）
に
見
え
る
内
匠
半
四
良
、
ま
た
飯
盛
の
『
絵
本
天
の
川
」
（
寛
政
2
刊
）
に
出

注
3

注
4

注
5

注
6 

注
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「
天
明
狂
歌
」
名
義
考

七
七
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る
尽
語
軒
は
、
本
文
後
述
の
生
年
か
ら
し
て
別
人
で
あ
ろ
う
。

棚
橋
正
博
氏
『
式
亭
三
馬
』
（
平
成
6
、
ぺ
り
か
ん
社
）
参
照
。

四
世
絵
馬
屋
額
輔
氏
「
狂
歌
人
物
誌
』
（
『
江
戸
文
学
類
従
』
所
収
）
。

居
期
山
人
没
後
に
「
奴
凧
』
広
本
系
に
も
取
り
込
ま
れ
て
著
名
に
な
っ
た
こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
狂
歌
の
流
行
」
（
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
2

『
韻
文
文
学
〈
歌
〉
の
世
界
』
平
成
7
、
三
弥
井
書
店
刊
）
お
よ
び
「
『
晴
嶋
狂
詩
百
人
一
首
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
（
「
芸
能
文
化
史
」

H
、
同
8
・
U
）

参
照
。

石
川
了
・
江
本
裕
編
「
演
田
義
一
郎
先
生
年
譜
」
（
「
大
妻
国
文
」
問
、
昭
和
也
・

3
）。

注
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